
 

絶絶
ええ
たた
連連
覇覇
、、
そそ
しし
てて
迷迷
走走  
前
期
リ
ー
グ
戦
を
１
位
で
折
り
返
し
、

４
連
覇
の
か
か
っ
た
総
理
大
臣
杯
の
切

符
を
手
に
し
た
。
１
回
戦
の
相
手
は
大
阪

学
大
。
Ｐ
Ｋ
で
得
た
１
点
を
守
り
き
り

準
々
決
勝
へ
駒
を
進
め
る
。
だ
が
、
悲
劇

が
待
っ
て
い
た
。
早
大
に
二
度
の
逆
転
を

許
し
敗
戦
。
４
連
覇
そ
し
て
３
冠
の
目
標

が
は
か
な
く
散
っ
た
。
勝
ち
続
け
る
こ
と

の
難
し
さ
を
実
感
し
た
大
会
だ
っ
た
。 

そ
し
て
、
天
皇
杯
予
選
を
兼
ね
た
東
京

都
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
挑
む
。
こ

こ
で
大
臣
杯
で
の
屈
辱
を
晴
ら
す
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
が
。
初
戦
の
相
手
が
早
大
に

な
っ
た
の
だ
。
だ
が
、
駒
大
の
迷
走
は
続

い
た
。
早
大
の
個
人
技
の
サ
ッ
カ
ー
に
駒

大
サ
ッ
カ
ー
は
鳴
り
を
潜
め
ま
た
し
て

も
敗
戦
。
駒
大
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
報
わ
れ

ぬ
努
力
に
肩
を
落
と
し
た
。
だ
が
、
「
後

期
に
向
け
て
す
ぐ
切
り
替
え
た
」(

赤
嶺)

選
手
た
ち
は
、
後
期
リ
ー
グ
に
向
け
て
走

り
出
し
た
。 

王王
者者
奪奪
還還
！！
リリ
ーー
ググ
制制
すす  

後
期
リ
ー
グ
序
盤
は
、
ル
ー
キ
ー
の
島

田
の
活
躍
や
守
備
陣
の
奮
闘
で
首
位
を

キ
ー
プ
。
第
17
節
中
大
戦
で
は
、
赤
嶺
、

巻
、
鈴
木
亮
、
笹
岡
と
い
っ
た
主
力
選
手

が
出
場
停
止
と
い
う
苦
し
い
状
況
に
。
だ

が
、
代
わ
り
と
さ
れ
た
選
手
の
活
躍
が
勝

利
を
引
き
寄
せ
た
。
「
代
わ
り
と
い
う
事

で
整
理
を
つ
け
る
の
が
難
し
か
っ
た
」
と

言
う
印
出
は
、
１
ゴ
ー
ル
上
げ
勝
利
に
貢

献
。
試
合
後
印
出
の
目
に
は
涙
が
滲
ん
で

い
た
。
誰
が
出
て
も
戦
え
る
、
層
の
厚
さ

を
証
明
し
た
。 

第
18
、
19
、
20
節
と
引
き
分
け
た
駒

大
は
、
遂
に
法
大
に
首
位
の
座
を
譲
り
渡

す
。
も
う
後
が
な
い
駒
大
は
、
第
21
節
法

大
戦
で
３
―
１
の
勝
利
。
首
位
を
奪
い
返

す
と
最
終
節
筑
波
大
戦
で
引
き
分
け
、
リ

ー
グ
優
勝
を
決
め
た
。
今
季
か
ら
チ
ー
ム

数
が
８
チ
ー
ム
か
ら
11
チ
ー
ム
に
増
え
、

長
丁
場
だ
っ
た
。
リ
ー
グ
を
通
し
て
「
ち

ょ
っ
と
大
人
に
な
っ
た
」(

秋
田
監
督)

選

手
た
ち
。
長
い
戦
い
の
中
で
、
誰
が
出
で

て
も
戦
え
る
チ
ー
ム
だ
か
ら
こ
そ
達
成

で
き
た
優
勝
で
あ
る
。 

歓歓
喜喜
のの
国国
立立
、、
２２
冠冠
達達
成成
！！  

４
年
生
最
後
の
大
会
、
全
日
本
大
学
サ

ッ
カ
ー
選
手
県
大
会(

イ
ン
カ
レ)

が
12
月

21
日
幕
を
開
け
た
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
を

１
位
で
通
過
し
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
。

準
々
決
勝
中
京
大
戦
は
劇
的
勝
利
を
収

め
る
。
後
半
１
―
２
で
１
点
ビ
ハ
イ
ン
ド

の
駒
大
。
だ
が
、
88
分
に
２
得
点
を
上
げ

試
合
を
引
っ
く
り
返
し
た
の
だ
。
勝
利
へ

の
執
念
が
駒
大
を
勝
利
へ
と
導
い
た
。 

関
西
大
と
の
準
決
勝
、
死
闘
を
制
し
た

駒
大
は
決
勝
進
出
を
決
め
、
相
手
は
関
東

第
５
代
表
か
ら
の
し
上
が
っ
て
き
た
順

大
に
。
両
監
督
が
「
や
り
や
す
い
相
手
」

と
話
す
よ
う
に｣

お
互
い
に
と
っ
て
戦
い

方
の
プ
ラ
ン
を
立
て
や
す
い
相
手
に
。
だ

が
、
駒
大
は
桑
原
・
赤
嶺
が
出
場
停
止
、

原
、
阿
部
が
連
取
で
怪
我
と
い
う
苦
境
で

試
合
に
臨
む
。
前
半
42
分
に
は
菊
地
が
２

枚
目
の
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
で
退
場
。
１
人

少
な
く
な
っ
た
駒
大
は
、
Ｆ
Ｗ
の
巻
を
Ｃ

Ｂ
に
コ
ン
バ
ー
ト
。
高
校
以
来
の
Ｄ
Ｆ
に

も
戸
惑
い
な
く
Ｃ
Ｂ
を
こ
な
す
。
そ
し

て
、
48
分
田
谷
の
シ
ュ
ー
ト
を
原
が
押
し

込
み
先
制
す
る
と
、
そ
の
３
分
後
原
が
相

手
ボ
ー
ル
を
自
陣
で
カ
ッ
ト
し
田
谷
へ
。

田
谷
が
シ
ュ
ー
ト
を
放
ち
ゴ
ー
ル
ネ
ッ

ト
を
揺
ら
す
。
55
分
に
Ｐ
Ｋ
で
順
大
に
１

点
返
さ
る
も
、
駒
大
は
必
死
に
ゴ
ー
ル
を

守
り
試
合
終
了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
。
そ
の
瞬

間
駒
大
イ
レ
ブ
ン
は
喜
び
を
爆
発
さ
せ
、

国
立
は
歓
喜
に
揺
れ
た
。
そ
し
て
、
４
年

生
の
目
に
は
涙
が
。
大
臣
杯
で
の
準
々
決

勝
敗
退
、
天
皇
杯
へ
の
出
場
権
を
逃
す
な

ど
、
苦
悩
が
耐
え
な
か
っ
た
こ
の
１
年
。

努
力
が
報
わ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。 

「
感
無
量
」(

鈴
木
亮)

と
国
立
を
後
に

し
た
４
年
生
。
そ
し
て
筑
城
は
「
来
年
こ

そ
は
３
冠
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
既
に
来
年
に
目
を
向
け
て
い
る
。

来
年
は
、
こ
の
国
立
で
優
勝
と
共
に
３
冠

達
成
の
瞬
間
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。 

 
 

(

伊
藤 

優
香) 

 首位の座を守り続

けてきた駒大だが、国

士大戦から３試合引

き分け。遂に法大に首

位を譲り渡す。優勝の

行方は法大との直接

対決に委ねられた。負

けたら優勝の可能性

がなくなり追い詰め

られた駒大は、気持ち

で勝利。首位を奪い返

すと、筑波大に引き分

けリーグ制覇と、王者

の称号を奪い返した。

 インカレは４年生にとって最後の大会。「４年生を気持ちよく送

り出したい」という思いを下級生みんなが思っていたに違いない。

予選リーグは、グループ１位で難なく通過。決勝トーナメントの初

戦で中京大に劇的の逆転勝利を上げ決勝まで駒を進めた駒大。決勝

戦は、桑原、赤嶺の両副キャプテンの出場停止と悪条件のなか、全

員が戦い、粘りのサッカーで順大に勝利。連覇を達成した。 

 決勝戦、圧倒的に不利だった駒大だが勝利を掴み取れたのは、勝

ちたい気持ちが上回ったから、そして普段の努力がこういった場面

で、味方してくれたのではないだろうか。 

○２－１対順大 

▲２－２対筑波大

○３－１対法大 


